




2025年2月7日～8日、学内コンテスト「OKDC」の作品展を行いました。1年生は型染めを用いた単衣長着。
2年生は色無地長着とろうけつ染めを用いた名古屋帯。専攻科は友禅染めを用いた袷長着や打ち掛けを製作。
各自が作品テーマ・コンセプトを自由に設定し、デザインに合わせてコーディネートや着付けを行いました。
デザイン・染色・縫製など、作品製作は全て学生が一人で手がけています。入選作品は 2025 年 4 月 18日～20日
開催の東京キモノショーでも展示されました。

「吽形」2年 龍見柚姫/「星月夜のお守り」2年 小池穂乃香
「愛情」専攻科 福嶋俊介 /「恋文」専攻科 守屋咲希
「月と鯨」1年 黒川綾那 /「深淵の手」1年 大賀陽菜

左から

織田きもの専門学校Kimono

2025 Oda Kimono Design Contest（OKDC）
2024年12月17日、リユースセレクトショップバイセルよりお借りした
振袖をもとに、2 年生がトータルスタイリングを行いました。学生同士が
ペアになりお互いに日頃の授業で身に付けたヘアメイクや着付けの
技術を生かしたスタイリングをし合いました。

振袖トータルスタイリング

佳作

とめどなく変わりつづけ、水のおもてに
移るゆらめき。二度と同じ時がない
ものの儚さと激しさ、その上で凛とした
花々が生き生きと育ちます。その優雅
さと煌めきに自然な光が照らされつい
目をとめてしまう。

「water l i l ies」
きもの専攻科 田村優乃

優秀賞
～友禅染きもの部門～

優秀賞
～型染きもの部門～

大胆にすごろくを着物に落とし込み
ました。レトロテイストに仕上がるよう
文字は片仮名を選び、柄が掠れるように
染め方を工夫して染めました。また、
背面で映える橋もぜひご覧ください。
「妖怪から逃げ切りゴールを目指そう！」

「おばけすごろく」
きもの科1年 明石優衣

優秀賞
～無地染きものとろうけつ染帯部門～

日本の伝統的な彫り物、和彫りの画風で
蛇を描きました。蛇は再生、無限などの
意味を持ち縁起が良く畏怖と尊敬の
象徴です。模様を皮膚に刻むことで
意味を持つ和彫りを身近に感じ、楽しめる
ように帯に落とし込みました。

「黥蛇 げいじゃ」
きもの科2年 加瀬莉菜

社 会 福 祉 法 人 愛 成 会 が 主 催 する
「NAKANO 街中まるごと美術館！
アール・ブリュット～ 人の無 限の
創造力を探求する 2025～」とのコラボ
として、1 年生がアール・ブリュット
作品から感じたことを着物のコーディ
ネートで表現しました。作品は、なかの
ZEROホールに展示され、きもの校の
留学生協力のもと英語・フランス語・
広東語の作品紹介音声ガイドも設置
されました。
【左】オーガスト・デ・ピュイセレール
 　　 「無題」
【右】内園明日美
　　  「何があるの？一緒に探しに行こうよ。」

アール・ブリュット作品とのコラボコーディネート 地域コラボ

2025 年 3 月 3 日、港区立伝統文化
交流館にてきもの校講師高野道子
先生、江原妙子先生、卒業生による
十二単着装実演が行われました。
当日はひなまつりに合わせて飾られた
立派なひな人形の前で着装が行われ、
小さなお子様も含め多くの方が見学に
来られました。時間をかけて何枚も
重ねる十二単ですが、脱ぐときには
一瞬で全部脱げてしまう様子に驚き
とともに拍手が起こりました。

十二単着装実演 卒業生の活躍春が来る。冬の寒さを乗り越えた桜が花開く。
その夢のように美しく咲き誇り後に儚く散ってゆく
桜を人は「夢見草」と呼んだ。夢を重ねながら
今年も再び巡って来ては私たちを、魅了する。

OKDC 大賞

「夢見草」
きもの専攻科 遠藤くるみ








